
東
北
６
県
で
２
０
２
４
年
度
の
最
低
賃

金
の
答
申
が
２
８
日
に
出
そ
ろ
っ
た
。
宮

城
を
除
く
５
県
が
国
の
審
議
会
で
示
さ
れ

た
目
安
額
（
５
０
円
）
を
４
～
９
円
上
回

り
、
全
県
が
時
給
９
５
０
円
を
超
え
て
大

都
市
圏
と
の
差
は
縮
小
し
た
。

大
幅
な
上
乗
せ
の
背
景
に
は
、
隣
接
地

域
や
都
市
部
と
の
時
給
格
差
、
そ
れ
に
伴

う
人
材
獲
得
競
争
が
あ
る
。
人
材
の
争
奪

戦
が
激
し
く
な
る
な
か
、
「
全
国
や
東
北

の
最
下
位
は
回
避
し
た
い
」
と
い
う
意
識

が
例
年
以
上
に
強
く
に
じ
み
出
た
。

特
に
注
目
さ
れ
た
の
が
２
３
年
度
に
全

国
で
単
独
最
下
位
と
な
っ
た
岩
手
の
動
向

だ
っ
た
。
５
月
に
は
、
県
知
事
が
岩
手
労

働
局
長
と
審
議
会
長
宛
て
に
「
十
分
な
議

論
」
を
求
め
る
異
例
の
要
請
文
を
提
出
し
、

事
実
上
の
大
幅
な
引
き
上
げ
を
求
め
て
い

た
。
結
果
、
答
申
で
は
最
低
賃
金
を
５
９

円
引
き
上
げ
９
５
２
円
と
し
た
。
目
安
額

へ
の
上
乗
せ
は
９
円
と
現
時
点
で
は
、
愛

媛
と
並
び
全
国
２
位
で
、
２
年
連
続
で
の

全
国
・
東
北
最
下
位
は
免
れ
た
。

青
森

５
５
円
増

９
５
３
円

岩
手

５
９
円
増

９
５
２
円

宮
城

５
０
円
増

９
７
３
円

秋
田

５
４
円
増

９
５
１
円

山
形

５
５
円
増

９
５
５
円

福
島

５
５
円
増

９
５
５
円

※
参

考

新
潟

５
４
円
増

９
８
５
円

茨
城

５
２
円
増

１
０
０
５
円

栃
木

５
０
円
増

１
０
０
４
円

群
馬

５
０
円
増

９
８
５
円

審
議
会
に
参
加
し
た
、
公
益
委
員
の
審

議
会
長
（
弁
護
士
）
は
、
「
全
国
を
見
渡

し
て
も
、
相
対
的
に
経
済
力
に
見
合
っ
た

金
額
だ
。
特
別
な
事
情
が
な
け
れ
ば
、
２

５
年
度
に
１
０
０
０
円
を
超
え
る
の
は
確

実
だ
ろ
う
」
と
見
通
し
た
。

一
方
で
過
去
最
大
の
上
げ
幅
に
よ
り
、

企
業
側
の
人
件
費
急
増
が
懸
念
さ
れ
る
な

か
「
生
産
性
向
上
な
ど
を
反
映
す
る
自
然

な
賃
金
上
昇
と
は
い
え
ず
中
小
企
業
の
経

営
を
圧
迫
し
か
ね
な
い
。
経
済
全
体
の
底

上
げ
に
な
る
か
は
疑
問
」
と
の
声
も
。

９
５
１
円
で
の
決
着
も
容
易
で
な
か
っ

た
。
労
働
者
側
の
委
員
は
賃
金
格
差
に
よ

る
若
者
の
県
外
流
失
な
ど
を
背
景
に
６
７

円
以
上
の
引
き
上
げ
を
掲
げ
た
。
使
用
者

側
（
経
営
者
）
の
委
員
は
事
業
継
続
と
雇

用
維
持
の
た
め
上
限
２
８
円
を
求
め
た
。

隔
た
り
は
最
後
ま
で
埋
ま
ら
ず
、
使
用

者
側
委
員
５
名
の
う
ち
３
名
が
不
服
と
し

て
採
決
の
場
か
ら
退
席
し
た
。

過
去
に
類
を
見
な
い
８
４
円
（
全
国
１

位
）
の
引
き
上
げ
と
な
っ
た
徳
島
県
。
四

国
・
全
国
最
下
位
を
逃
れ
る
た
め
「
後
出

し
」
の
形
と
な
っ
た
様
子
を
「
チ
キ
ン
レ
ー

ス
」
と
批
判
す
る
声
も
上
が
っ
た
。

現
状
、
徳
島
の
最
低
賃
金
は
２
番
目
に

低
い
。
こ
れ
に
強
い
不
満
を
持
っ
て
い
た

後
藤
田
知
事
が
審
議
会
に
大
幅
ア
ッ
プ
を

繰
り
返
し
要
求
し
て
き
た
。

高
知
県
で
は
、
外
国
人
材
が
県
内
に
定

着
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
高
知
県
外

国
人
材
入
国
前
教
育
施
設
認
定
制
度
実
施

要
項
第
６
条
の
規
定
に
よ
り
県
か
ら
認
定

を
受
け
た
教
育
施
設
で
の
教
育
を
終
了
し
、

県
内
で
３
年
間
就
労
し
た
外
国
人
材
又
は
、

外
国
人
技
能
実
習
生
に
対
し
、
給
付
金
一

人
当
た
り
３
０
万
円
と
す
る
制
度
を
２
０

２
４
年
５
月
３
１
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
し

た
。幾

つ
か
の
ハ
ー
ド
ル
が
あ
る
こ
と
で
、

高
知
県
内
の
技
能
実
習
生
全
員
が
該
当
す

る
こ
と
は
無
い
と
思
い
ま
す
が
、
人
材
獲

得
競
争
が
激
化
す
る
中
、
色
々
な
ア
イ
デ

ア
が
特
に
地
方
か
ら
出
て
き
て
お
り
ま
す
。

特
定
技
能
者
（
１
号
）
は
、
地
方
か
ら

大
都
市
に
大
量
流
失
し
て
い
る
こ
と
が
深

刻
な
問
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
国
や

地
方
自
治
体
に
よ
る
実
効
性
の
あ
る
支
援

が
急
務
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

「
人
材
育
成
」
「
人
材
確
保
」
「
国
際

貢
献
」
を
共
通
目
的
と
し
て
、
整
合
性
・

一
貫
性
あ
る
も
の
へ
よ
り
良
い
制
度
に
向

か
う
よ
う
に
弊
組
合
と
し
て
も
各
種
勉
強

会
等
で
提
言
し
反
映
さ
れ
る
よ
う
に
今
後

も
積
極
的
に
働
き
か
け
て
い
く
方
針
で
す
。

須
藤

康
則

実
習
生
た
ち
は
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
日
本
で
働

く
者
同
士
つ
な
が
っ
て
お
り
ま
す
。
周
り

の
給
与
を
よ
く
理
解
し
て
お
り
ま
す
。
東

南
ア
ジ
ア
で
は
日
本
の
最
低
賃
金
で
も
十

分
な
収
入
で
あ
る
こ
と
は
確
か
で
す
が
、

隣
の
人
と
比
較
し
て
し
ま
い
ま
す
。

母
国
で
は
数
万
円
の
賃
金
な
の
で
２
万

円
の
違
い
で
も
敏
感
に
な
り
ま
す
。
ご
理

解
い
た
だ
け
る
と
幸
い
で
す
。
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東
日
本
経
友
会
通
信

東
北
の
最
低
賃
金
、全
県
で
９
５
０
円
超
え

高
知
県
の
取
り
組
み

東
北
最
下
位
は
秋
田
県

徳
島
シ
ョ
ッ
ク
、衝
撃
の
８
４
円
引
き
上
げ

実
習
生
の
給
与
の
感
じ
方


